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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 
 地域資源を活用して、環境・経済・社会が統合的に向上する持続可能な社会「地域循環共生圏」

をめざして、それを担う地域コーディネーター、中間支援組織の在り方を、理論的・演繹的にと

りまとめ、国際的な視点を取り入れることによって、「地域循環共生圏」を日本型ローカル SDGｓ

のモデルとして世界に発信するという本研究は、中間研究成果報告の段階でおおむね順調に進め

られていると評価される。サブテーマ１、２に関して、地域共生型再生可能エネルギーの導入、

地域が主体となった観光の振興に関しては、地域の自立や振興につながらない事例が多いことか

ら、そういった事態を回避する方法の提示のため、さらなる研究が求められる。サブテーマ３に

関しては、欧州等における事例の分析のみならず、サブテーマ２で研究した国内事例をどのよう

に国際的文脈の中で位置づけ発展させることができるかの道筋の提示が求められる。今後の研究

の発展を期待したい。 

 


